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議案第６２号「令和５年度熊取町一般会計歳入歳出決算認定について」

議案第６３号「令和５年度熊取町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について」

議案第６４号「令和５年度熊取町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について」

議案第６５号「令和５年度熊取町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について」

議案第６６号「令和５年度熊取町墓地事業特別会計歳入歳出決算認定について」

議案第６７号「令和５年度熊取町下水道事業会計決算認定について」

の各決算につきまして、地方自治法第２３３条第３項及び地方公営企業法第３０条第

４項の規定に基づき、議会の認定をいただきたく、ご提案申し上げるものです。

なお、令和５年度各会計の決算書をはじめ、関係書類をあらかじめ配付しておりま

すので、あわせてご覧ください。

はじめに、各会計の全般的な状況からご説明申し上げます。

一般会計につきましては、決算規模では歳入・歳出とも前年度に比べ増加しており

ます。

歳入総額は、１７９億１，８９１万１，６３１円となっており、前年度決算額と比

べると、２億４６万５，９８１円増加しています。

次に、歳出総額は、１７６億１，７２４万８，５９７円となっており、前年度決算

額と比べると、４，８７１万４，７０６円増加しています。

これら歳入歳出の差３億１６６万３，０３４円を令和６年度に繰り越すものですが、

この繰越額には、翌年度へ繰り越すべき財源として、繰越明許費繰越額２億

３，３８７万６，２４５円及び事故繰越し繰越額７３７万円が含まれておりますので、

これらを差し引いた実質収支は６，０４１万６，７８９円の黒字となりました。

しかしながら、この黒字は各種基金から総額１１億１千万円の繰入れを行うことで

1



確保したものであり、基金繰入により歳入歳出バランスを保っている状況でございま

す。更に、財政構造の硬直度を示す指標である経常収支比率が９８．０％、前年度比

３．８ポイント悪化するなど、非常に厳しい決算となりました。

これは、歳入において、町税収入や地方交付税が一定増加したものの、歳出におい

て、子ども医療費助成や保育料第二子無償化などの扶助費、後期高齢者療養給付費負

担金などの繰出金といった経常的経費も含め、歳出が大幅に増加した結果、一般財源

に不足が生じ、多額の基金繰入を行わざるを得ない状況になったものでございます。

依然として物価高騰の影響や、社会保障関連経費の増加が続いている一方で、今後

も町税等の大幅な増加は見込めず、更に財政が厳しくなり、近い将来、新たな政策的

事業の実施が困難となることも想定される状況でございます。

そのため、今後「第４次行財政構造改革プラン・アクションプログラム」を修正し

廃止、凍結も含めた抜本的な事業の見直しを行うなど、第４次行財政構造改革プラン

の目標の一つである「持続可能な行財政運営の確立」に向け、これまで以上に踏み込

んだ行財政改革に取り組んでまいります。

国民健康保険事業特別会計につきましては、歳入は４６億８，４４４万７，２５０

円、歳出は４６億６，１６４万７１２円で、歳入歳出の差引は２，２８０万

６，５３８円の黒字となり、これを令和６年度に繰り越しました。

後期高齢者医療特別会計につきましては、歳入は８億７，４８９万４，０１５円、

歳出は８億６，９９９万３，９１２円で、歳入歳出の差引は４９０万１０３円の黒字

となり、これを令和６年度に繰り越しました。

介護保険特別会計につきましては、歳入は３８億４，７２７万５，８８４円、歳出

は３８億５１６万９，３０４円で、歳入歳出の差引は４，２１０万６，５８０円の黒

字となり、これを令和６年度に繰り越しました。
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墓地事業特別会計につきましては、歳入は２，１０９万２，８０５円、歳出は

２，１０９万２，８０５円となり、歳入歳出とも同額となりました。

下水道事業会計につきましては、総収益は１０億９，５２４万３，９８３円で、総

費用は１０億７，７６９万３，４３２円となり、差引１，７５５万５５１円の当年度

純利益となり、この額にその他未処分利益剰余金変動額４，５７９万６，０００円を

加えた６，３３４万６，５５１円が当年度未処分利益剰余金として計上されます。
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それでは、令和５年度に取り組んだ施策の成果について申し上げます。

令和５年度を振り返りますと、新型コロナウイルス感染症の感染症法における位置

付けが５類に移行し、社会経済活動の正常化が進んだ一方で、エネルギー・食料品価

格等の物価高騰が継続し、日常生活や事業継続にとって困難な状況が続きました。

住民の皆さまに最も身近な存在である本町としましても、ひまわりバスの無償化の

継続、全住民への１人3,000円と5,000円の２回にわたる地域振興券の配布、保険医

療機関への支援金給付、小中学校給食費の無償化や保育料第２子無償化など、足下の

物価高から住民生活を下支えするとともに、子育て世帯への支援の充実などの取組を

時機を逃さず、迅速に対応しました。

また、令和２年度から計画的に推進してまいりました、文化ホール「キテーネホー

ル」・公民館「かむかむプラザ」の整備事業が完了し、令和６年３月16日の竣工記念

式典、開館記念事業を終え、４月１日から一般利用を開始することができました。ま

た、本格的な音楽ホールの整備と合わせて、令和４年度に立ち上げた「和太鼓くまっ

鼓」による和太鼓体験会の実施に加え、新たに熊取吹奏楽団の立ち上げや文化ホール

情報誌「きてキテーネ」の発行などに取り組むことで、新たな施設を拠点にした文化

創造を図り、多様な生涯学習活動をさらに推進しました。今後におきましても、文化

ホール・公民館ともに、各種事業を通じて、多くの方に愛される施設をめざしてまい

ります。

このほかにも、各分野できめ細かな取組を実施しましたので、順次、ご説明申し上

げます。

防犯・交通安全については、防犯カメラを103台から150台へ増設するとともに、

区・自治会管理の防犯灯の電気代への補助率を３分の１から10割へ拡充し、さらな

る犯罪抑止と区・自治会の負担軽減を図り、安全・安心なまちづくりを推進しまし

た。
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また、令和５年４月１日から、自転車乗車時にヘルメットの着用が努力義務化され

たことに伴い、着用率の向上を図るため、自転車用ヘルメット購入費に対する補助制

度を創設し、753名の方に活用いただきました。

防災については、「地区別自主防災マニュアル」が新たに８組織で作成されるとと

もに、北小学校区において「避難所運営マニュアル」が作成されました。また、女性

の視点を取り入れた自主防災活動を推進するため、女性防災士育成研修を実施し、64

名の方に資格を取得いただきました。

このほかにも、ヨシ池・馬谷池の、ため池耐震測量基本設計や、後ほど、下水道の

ところで申し上げます「雨水管理総合計画」の策定に向けた取組と合わせて、大雨時

に水路の溢水が発生している朝代地区において、既設水路の改修に向けた現地調査を

行うなど、災害に強いまちづくりをさらに推進しました。

子育てについては、妊娠期・出産期・産後に、不安や孤立感を抱える方も安心して

子育てができるよう、新たに助産師による妊娠８か月ごろの妊婦への電話等による相

談や生後８か月ごろの家庭訪問を開始し、相談体制を充実させました。

また、子育て支援アプリ「くまっこナビ」に、10月から乳幼児健診の際の問診票

や健診結果をデジタル化する機能を追加し、多くの保護者にデジタル問診票を利用い

ただきました。これにより、保護者の利便性向上とスムーズな健診を実現するととも

に、アプリの登録件数が増えたことにより、情報発信力の強化につなげることができ

ました。

このほかにも、不妊・不育治療費助成、産前産後ヘルパー派遣事業や子ども家庭相

談などを実施し、一人ひとりと顔の見える関係を構築しながらデジタル技術を効果的

に組み合わせ、妊娠・出産期から子育て期にわたる切れ目のない支援を充実させまし

た。
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保育・幼児教育については、本町の令和５年度の出生数は220人となっております

が、令和５年の国全体の出生数が72万7,277人となるなど、少子化に歯止めがかか

らない危機的状況です。政府は、令和５年12月に「こども未来戦略」を策定し、少

子化を解決するために抜本的な政策強化を図っているところであり、本町としまして

も、保護者が安心して子どもを産み育てることができる環境づくりを推進するため、

独自策として、小学校就学前の範囲内で第２子保育料を無償化し、保護者の経済的負

担を軽減しました。

また、医療的ケアが不可欠な子どもを受け入れた民間園に対し、看護師の配置に必

要な費用への補助制度を創設し、子ども一人ひとりに応じた、きめ細かな保育サービ

スの充実につなげました。

加えて、全町立保育所に、子どもの登降園管理や保護者との連絡などがより円滑に

できる「保育所運営に係る業務支援システム」を導入したところ、運用開始当日から

大半の出欠連絡はアプリによって行われるようになりました。さらに、不審者侵入の

未然防止や子どもの見守りを補完するカメラを設置するとともに、政府の「こどもの

バス送迎・安全徹底プラン」に基づき、迅速に民間園の送迎用バスに安全装置を設置

しました。

デジタル化による業務効率化により、保育士が子どもと向き合う時間を増やすこと

で、保育の質の向上とともに、保護者が仕事をしながらより安心して子どもをあずけ

ることができる保育環境の整備に努めました。

学校教育については、スクールソーシャルワーカーを２人増員し、町立の全小中学

校に１人ずつ、合計８人配置するとともに、教育相談カウンセラー、英語指導助手や

学校図書館司書などの専門的人材を引き続き配置し、児童・生徒へのきめ細かなサポ

ートに重点を置いた取組を進めました。
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中学校部活動については、地域移行に向けた体制整備として、各中学校に合計７人

の部活動指導員を配置し、地域との連携による部活動の振興を図りました。

安全・安心で、良好な教育環境を整備するための取組としては、児童数の増加に対

応すべく、中央・西小学校の校舎増築等に係る設計業務を実施したほか、４か年にわ

たった東小学校の大規模改造工事が完了しました。町立の小中学校のトイレについて

は、誰もが快適に使用できるよう、校舎各階の男女トイレ各一基の和式を除き、全て

洋式化することを目標に、計画的に工事を進めてきたところであり、熊取中学校の工

事が完了したことで、全小中学校のトイレ洋式化目標を 100%達成し、トイレ環境を

改善することができました。

生涯学習、文化・芸術については、冒頭申し上げた文化ホール・公民館整備事業等

に加え、文化財について、町内に残る歴史文化遺産を後世に継承するとともに、地域

活性化や観光振興に活かす「文化財保存活用地域計画」を作成するために、歴史的建

造物悉皆調査を実施したほか、史跡土丸・雨山城跡にバイオトイレを設置し、来訪者

の利便性を向上させました。

健康・長寿については、介護予防に取り組む住民運営の通いの場である「タピオス

テーション」が新たに２箇所立ち上がり令和５年度末時点で28箇所となりました。

また、各地区のタピオステーションに理学療法士などの専門職を派遣するとともに、

後期高齢者医療保険加入者の集団健診時に生活習慣病等の重症化予防のための保健指

導や「フレイルチェック・相談」を実施するなど、高齢者の保健事業と介護予防を一

体的に実施し、個々に応じた必要な支援につなげました。

保健・医療については、「乳がん・子宮頸がん・胃がん（エックス線検査）・肺が

ん・骨粗しょう症」検診の自己負担分を無償化するとともに、個人の検診履歴を踏ま

えた予約受付やプッシュ型の受診勧奨ができる「がん検診等web予約システム」を導
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入しました。また、「がん患者医療用ウィッグ等購入費助成事業」を新たに開始し、

ひとりひとりがいきいきと豊かに暮らせる健康まちづくりを推進しました。

加えて、本町の保健福祉事業の拠点施設である総合保健福祉センター「ふれあいセ

ンター」において、住民の皆さまに快適に利用いただけるよう、老朽化した空調設備

を更新しました。

高齢者福祉・地域福祉については、「地域共生社会」の実現に向け、熊取町社会福

祉協議会と連携し、世代に応じた講座等の開催を通じて、ひきこもりの方の居場所づ

くりに努めました。また、増加傾向にある複合的な課題を抱えた方などに適切に対応

できるよう、「相談支援包括化推進員」を１人増員し、相談体制を充実させました。

要支援者等に対し、運動指導などを通じて生活機能向上を図る「ふれあい元気教

室」については、年間３クール制から随時受入ができるよう体制整備を行うなど、介

護予防・生活支援サービスを充実させました。

障がい者福祉については、「日常生活用具給付事業」の給付対象に、人工呼吸器用

発電機等を追加し、在宅で人工呼吸器を使用されている方の災害時の対策を強化しま

した。また、障がいがある方の居場所づくりとして、泉佐野市・田尻町と共同で実施

している「地域活動支援センター事業」において、定期的な活動場所を新たに町内で

開設し、気軽に参加していただきやすい環境を整備しました。

道路・交通については、都市計画道路の整備促進として、大阪岸和田南海線の事業

推進、大阪外環状線の４車線化や泉州山手線の事業化に係る要望活動を実施したほか

泉州山手線の整備促進のために行った七山北地区の地籍調査の成果について、大阪府

及び国へ承認申請を行い、令和６年４月に認証されました。

町道の道路橋りょうについては、道路橋りょう長寿命化修繕計画に基づき、神楽橋

橋りょう修繕工事を実施しました。道路舗装については、道路舗装路面性状調査
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（104.6ｋｍ）を実施し、道路舗装修繕計画及び歩道舗装修繕計画を更新するととも

に、同計画に基づき車道4,149㎡の舗装修繕を実施しました。

交通安全施設整備については「通学路等交通安全プログラム」に基づき、町道大久

保中14号線について、1.25ｍの里道から2.5ｍの歩行者自転車専用道路へ整備しま

した。また、町道小垣内大浦線及び青葉台２号線の路側帯を559ｍカラー化するとと

もに、久保交差点及びキテーネホール前の横断歩道に「横断者注意喚起灯」を設置す

るなど、さらなる交通安全対策を講じました。

下水道事業については、小垣内、久保、大宮、和田地区において、総延長972ｍの公

共下水道工事を実施し、年度末人口普及率は84.6％となりました。

また、事前防災・減災のための「雨水管理総合計画」の策定に向け、浸水区域や規

模などの把握を目的とした「内浸水想定区域図」を作成しました。

公園・自然環境については、「熊取町公園施設長寿命化計画」を更新するとともに

同計画に基づき、老朽化が進んでいる奥山雨山自然公園の東ハイキングコース等の階

段更新を行い、安全に登ることができるよう整備を行ったほか、計画的に進めている

全都市公園の照明灯のＬＥＤ化についても、12公園、24基を更新することにより、

地球温暖化防止及びランニングコストの削減に向けた取組を推進しました。

住環境・循環型社会については、特設サイト「熊取×ゼロカーボンチャレンジ！」

を開設し、カーボンニュートラルの実現に向け、「自分事」として捉えて行動できる

よう、本町の取組事例や、国、大阪府等の支援情報などを一元化して発信しました。

本町としましても、新築した「キテーネホール」へ太陽光発電設備を設置するととも

に、公用車に電動車を２台導入し、カーボンニュートラルに向けた取組を推進しまし

た。
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商工・サービス業については、「産業活性化基金事業補助金」により、創業支援、

「くまとりやもん⤴」の販売促進支援、中小企業の経営安定に資する支援などに努め

たところ、合計95件の補助金活用をいただき、熊取駅周辺に事業所が開設されるな

ど、より一層の産業活性化につなげることができました。

観光・交流については、「和田山Berry Park」のブルーベリー狩り体験に、開園以

来最高の692名の方に来訪いただきました。また、ブルーベリー農園の運営事業者や

飲食店と連携し、ブルーベリーを使った特産品の開発に取り組み、新たに８品を「く

まとりやもん⤴」に認定しました。ブルーベリーを使用した認定品は令和５年度末時

点で19品となり、町内飲食店等でスイーツを中心とした様々な商品をお楽しみいた

だけるようになりました。

行財政運営については、厳しい財政状況の中、自主財源の確保に向けた取組を推進

し、「くまとりふるさと応援寄附」として約４億３千万円の寄附をいただくことがで

きました。

また、スマートシティの取組として、汎用電子申請システムを導入し、手続のオン

ライン化を進めるべく、関係課と協議の上、約50手続について実現可能性を含め検

討を進めることとし、当該システムを活用してイベントへの参加募集など、13件の

手続をオンライン化しました。加えて、議事録作成ツールとしても活用でき、窓口で

の会話を自動で文字変換して表示する「音声認識AIシステム」を試行導入し、住民

の利便性向上と業務効率化につながる取組をさらに推進しました。

情報の公開、シティプロモーションについては、正確、迅速な情報発信を基本とし

ながら、専門事業者との連携による戦略的な情報発信を行いました。

公式LINEについては、令和６年４月時点で7,187名の方に登録いただいており、

住民の皆さまにプッシュ型で新鮮な情報をお届けしました。令和6年度においても、
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さらなる登録者数増加に向けて、各種イベントでのPRや広報誌、ホームページなど

を活用した周知に引き続き取り組むとともに、住民の皆さまに喜んでいただけるよう

配信内容の充実を図ってまいります。

また、Instagramにおける、熊取町で輝く人を紹介する特集企画「つなぐ人」や、

YouTubeにおける、町内の魅力を紹介する企画「ひまわりバスで行く！くまさんぽ」

など、各媒体の特性を活かし、効果的に情報や魅力を発信するとともに、Instagram

写真講座やフォトコンテストを通じた住民主体のプロモーションを推進しました。

以上、各主要施策の成果についてご説明しましたが、別に配付しております「主要

施策成果等一覧表」は、主要施策の事業内容や実施状況などについて、第４次総合計

画に定める将来像の実現に向けた施策の大綱に従い、整理していますので、後ほど、

ご覧ください。

引き続き、議員各位をはじめ、住民の皆様、関係機関の皆様方のご支援、ご協力を

お願い申し上げ、説明を終わらせていただきます。
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